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段
階
の
重
複
業
務
を
削
減
し
、
店
舗
直
送
物
流
を
増
や
す

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
（
図
表
１
）。

ア
パ
レ
ル
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
開
発

　
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
に
は
、
複
数
の
ア

低
積
載
率・多
段
階
重
複
倉
庫
業
務

　
ア
パ
レ
ル
業
界
で
は
、
企
業
ご
と
に
物
流
手
段
を
選
択

す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
つ
の
大

き
な
課
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　
ま
ず
川
上
の
海
外
輸
送
業
務
で
は
、
低
い
積
載
率
の
ま

ま
コ
ン
テ
ナ
輸
送
す
る
た
め
１
品
当
た
り
の
コ
ス
ト
負
担
が

大
き
い
。

　
次
に
国
内
物
流
業
務
で
は
、
開
梱
・
検
品
・
仕
分
け
・

積
み
込
み
と
い
っ
た
倉
庫
作
業
が
、
港
湾
倉
庫
、
ア
パ
レ

ル
倉
庫
、
専
用
物
流
倉
庫
ま
た
は
共
同
配
送
業
者
の
物
流

拠
点
、
小
売
倉
庫
と
多
段
階
に
わ
た
っ
て
重
複
し
て
行
わ

れ
、
作
業
負
荷
を
増
や
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
川
下
の
国
内
配
送
業
務
で
は
、
ア
パ
レ
ル
直
営

店
、
百
貨
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
宅
配

ま
で
個
別
に
配
送
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
多
数
の
車
両

が
必
要
と
な
る
上
に
積
載
率
が
低
い
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
日
本
ア
パ
レ
ル
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）
を
研
究
責
任

者
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
会
員
企
業
２
社
、
Ｄ
Ｘ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
るRidgelinez

、三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ

ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
参
画
す
る
「
ア
パ
レ
ル
デ
ー

タ
基
盤
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
、
打
開
策
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
試
作
と
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
だ
。

　
企
業
ご
と
に
物
流
手
段
を
選
択
す
る
こ
と
が
通
例
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
物
流
工
程
を
競
争
領
域
と
位
置
付
け
て

き
た
か
ら
だ
。
こ
れ
を
協
調
領
域
に
再
定
義
す
る
こ
と
が
、

改
善
の
出
発
点
と
な
る
。
そ
こ
で
、
海
外
（
主
に
海
外
）

か
ら
複
数
の
ア
パ
レ
ル
企
業
で
共
同
輸
入
・
共
同
配
送
を

行
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目
標
に
掲
げ
た
。
特
に
、川
上
と

な
る
海
外
物
流
拠
点
で
店
舗
別
の
仕
分
け
・
検
品
・
梱
包

ま
で
済
ま
せ
る
こ
と
で
、
日
本
国
内
の
倉
庫
に
お
け
る
多

アパレル
海外で店別梱包まで済ませ国内業務を削減

　アパレル製品は流行や気候に需要が大きく
左右される上に、海外生産比率の高さから物理
的・時間的に長いサプライチェーンを構成せざる
を得ないため、物流面では施設・人員の稼働率
変動幅が大きく積載率が低い、非効率な状態を
余儀なくされてきた。そこで、アパレル企業間で
海外からの輸入・配送を共同化し、コストや作業
負荷を軽減するビジネスモデルを試作した。
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図表1　アパレル物流効率化のモデル図

［A］コンソリを実現（荷物の集約）

［C］物流ルートの最適化の実現（情報の集約）

［B］多段階解消を実現（店別梱包）

取り組みモデル図

縫製工場 海外物流拠点

輸送

物流拠点

発注／指示

アパレル
（物流倉庫） 小売

出
荷

入
荷・店別仕分

・検品

※パッキン×拠点単位 ※店舗別仕分
（パッキン単位）

海外物流拠点で店別の仕分け・検品・梱包まで済ませ、国内倉庫で繰り返されてきた同一業務を削減する
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パ
レ
ル
企
業
や
物
流
事
業
者
間
で
必
要
な
物
流
情
報
が

共
有
さ
れ
る
こ
と
と
、
物
流
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
物
流
・
商
流
デ

ー
タ
基
盤
の
要
素
基
礎
技
術
を
利
用
し
、
業
界
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
ア
パ
レ
ル
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｏ
（Fashion A

pparel Logistics Collaborative 
O

peration Support System

）
を
開
発
し
た
。

　
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
の
保
有
し
て
い
る
機
能
は
、
次
の
三
つ
。

①
情
報
共
有
・
意
思
決
定
支
援

②
物
流
ス
テ
ー
タ
ス
管
理

③
規
模
別
・
取
扱
量
別
料
金
体
系
提
示

　
①
は
、
納
入
予
定
や
店
別
配
分
指
示
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
共
同
輸
送
や
コ
ン
テ
ナ
共
用
の
実

施
可
否
判
断
を
支
援
し
た
り
、
複
数
ア
パ
レ
ル
の
配
送
先

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
関
連
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
内

最
適
地
輸
送
実
施
可
否
の
判
断
を
支
援
し
た
り
す
る
機
能
。

　
②
は
、
物
流
の
委
託
先
に
対
す
る
情
報
の
共
有
範
囲
な

ど
を
設
定
し
た
り
、
各
種
物
流
業
務
の
進
捗
を
表
示
し
た

り
、
付
与
さ
れ
た
権
限
に
基
づ
き
対
象
取
引
や
物
流
ス
テ

ー
タ
ス
を
参
照
し
た
り
す
る
機
能
。

　
③
は
、
取
扱
デ
ー
タ
量
に
対
応
し
た
月
額
固
定
料
金
を

表
示
す
る
機
能
。
中
小
企
業
を
含
め
て
幅
広
い
企
業
が
利

用
で
き
る
簡
素
か
つ
安
価
な
料
金
体
系
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
使
っ
て
２
０
２
２
年
９
月
〜
23
年

１
月
に
か
け
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

実
験
内
容
は
、
中
国
で
生
産
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
会
員
企

業
２
社
（
Ａ
社
と
Ｂ
社
）
の
商
品
を
、上
海
北
隣
の
港
湾
都

市
・
太
倉
に
あ
る
会
員
企
業
Ａ
の
海
外
物
流
倉
庫
に
集
約

し
、
千
葉
県
習
志
野
市
に
あ
る
会
員
企
業
Ａ
の
保
税
倉
庫

を
経
て
、２
社
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
へ
配
送
す
る
と
い
う
も
の
。

　
ま
ず
関
係
者
間
で
商
品
デ
ー
タ
登
録
、発
注
〜
生
産
、検

品
・
梱
包
、
貿
易
、
国
内
物
流
と
、
各
物
流
プ
ロ
セ
ス
時

点
で
の
物
流
デ
ー
タ
連
携
を
実
施
し
た
上
で
、
発
注
計
画
・

店
別
配
分
指
示
・
店
別
配
分
結
果
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
、

そ
し
て
コ
ン
テ
ナ
積
載
率
と
重
複
業
務
削
減
に
よ
る
工
数

の
減
少
に
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
か
を
検
証
し
た
。

　
発
注
計
画
・
店
別
配
分
指
示
・
店
別
配
分
結
果
の
３
項

目
に
関
し
て
は
、
業
務
や
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
問
題
な

く
行
わ
れ
た
か
、
エ
ビ
デ
ン
ス
も
添
え
て
検
証
し
た
。

　
例
え
ば
発
注
計
画
の
業
務
で
あ
れ
ば
、
太
倉
の
倉
庫
へ

の
商
品
納
入
予
定
が
把
握
で
き
た
か
、
物
流
の
計
画
や
リ

ソ
ー
ス
確
保
に
必
要
な
情
報
が
入
手
で
き
た
か
、
Ｅ
Ｔ
Ｄ

（
出
発
予
定
時
刻
）
に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
商
品
の

搬
入
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
、
な
ど
が
検
証
項
目
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
発
注
計
画
の
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
会
員

企
業
Ａ
が
業
務
実
施
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
入
手
で
き
た
か
、
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　
そ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
は
、
実
際
の
搬
入
日
、
受

入
商
品
の
計
画
と
実
数
、
会
員
企
業
Ａ
と
Ｂ
へ
の
送
付
日

時
（
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
に
登
録
さ
れ
た
も
の
を
検
索
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
確
認
す
る
）
な
ど
を
用
い
た
。

　
コ
ン
テ
ナ
積
載
率
と
重
複
業
務
削
減
に
よ
る
工
数
の
減

少
に
関
し
て
は
、
研
究
開
発
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
積
載
率
を
60

％
か
ら
80
％
に
高
め
、
作
業
工
数
を
15
％
削
減
で
き
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
１
月
末
の
実
証
実
験
終
了
後
は
、
課
題
を
整
理
・
解
決

し
た
上
で
、
４
月
か
ら
の
社
会
実
装
を
目
指
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
が
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
の
運
営
を
行
う
事
業
主
体
と
な
り
、物

流
企
業
が
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
ア
パ
レ
ル
企

業
の
デ
ー
タ
共
有
を
受
け
、必
要
な
物
流
業
務
を
行
う
。
ア

パ
レ
ル
企
業
と
物
流
企
業
そ
れ
ぞ
れ
が
支
払
う
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ

Ｏ
の
利
用
料
が
、Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
の
収
益
と
な
る
（
図
表
２
）。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
は
物
流
・
商
流
デ
ー
タ
基
盤
に
対
し
、
要
素

基
礎
技
術
利
用
料
を
支
払
う
。
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図2　社会実装時の体制
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